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1. 研究背景と測定方法 

電気、機械の分野では非常に多くのセンサが使われている。特に自動車やスマートフォンでは

加速度センサ等の慣性センサが多く利用されており、重要度は非常に高い。センサには高精度・

高機能化が求められているが、センサの測定値は環境によって測定値にばらつきが発生してしま

う。本研究では、最も多く使われているセンサの一つである 3次元加速度センサについて着目し、

ばらつきを調査した。これまで静止時の加速度センサの測定値のばらつきについて調べてきたが、

本研究では、動作中の加速度センサのばらつきについて調べた。長さ 20 ㎝の電動アクチュエータ

に加速度センサを設置し、往復運動を行った。往復運動中の加速度センサの測定値から速度と変

位を求めて、実際の変位との誤差を求めた。特に、加速度センサの設置方向との誤差の違いにつ

いて考察した。 

2．実験結果と考察 

今回測定に用いた静電容量型加速度センサについて、Z 軸の構造の違いが、特徴的なばらつき

を発生させていると考えられる。加速度センサについては、図より動作方向をセンサの Y 軸方向

としたとき、測定値のばらつきが小さく、Z 軸方向と平行にした場合はばらつきが大きくなるこ

とが分かった。また加速度センサを Y軸と平行に動かした場合、200cm の可動で約 10cm の誤差が

生じ、Z軸と平行に動かした場合は Y軸の二倍の約 20cm の誤差が生じていることが分かった。こ

の原因として静電容量型加速度センサは,XY 平面でばねによって支えられているが、Z軸方向は可

動部を支えるばねがない事で、ばらつきが大きくなったのではないかと考えられる。 
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(a)Y軸における誤差 (b)Z軸における誤差

図 加速度センサから求めた距離と誤差
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